
巻　頭　言

― Change, Yes We Can! ―

　皆様御承知の通り冒頭の言葉は、オバマ次期アメリカ大統領の選挙スローガンです。初の黒人大統領として悪名高い

ブッシュ政権を引き継ぎ、世界大不況の震源地となったアメリカを建て直そうとする思いが少なからず読み取れます。

今後アメリカをどう改革し、世界をどの様に変えようとするのか、彼の手腕、結果が注目されます。

　一方我国では、市場原理主義を掲げて格差社会を助長し、社会保障の抑制や社会的弱者の切り捨てを行った小泉政権

の後に、安倍、福田両氏の政権投げ出し無責任内閣が続き、現在は麻生氏が実現性や実効性の疑わしい政策を広言、吹

聴する状況になっています。世界に伍した大企業は、非正規派遣労働者の首を切り、住む家を奪って師走の寒空に放り

出す行動に出ています。また、新卒受験者は就職内定を取り消され、人生の歯車が大きく狂いだす事態に追いこまれて

います。オランダでは非正規労働者は正規労働者と全く平等に扱われており、生存権が脅かされることはないと言います。

日本の政府、企業の冷徹な経済至上主義体勢を見せつけられているわけで、暗澹たる思いにかられます。

　医療の世界では、H14年から続く年2,200億円の社会保障費削減、H10年から8.98％も減額された診療報酬制度に加え、医

師不足、看護師不足、地方自治体の財政的逼迫などが追いうちをかけ、地域医療が崩壊の危機に瀕しています。厚労省

や財務省の高級官僚達は、失政を重ね不祥事を繰り返し、全く反省もせず自分達の既得権益の確保に邁進しています。

そして全く現場を無視した役人の論理を振りかざし、朝令暮改式に政策の転換、はしご外しを迫ってきます。

　砂川市立病院では、医療政策、制度の変更に伴い院内体制を何とか作り換え、対応して参りました。幸いにも初期臨

床研修医の方達からの人気も得られ、大学の理解もあって医師引き上げにも見舞われておりません。H22年10月の新病院

開院を目指し、大々的な建設工事も着工された所です。まさに、Change, Yes We Can!　を実践し、地域医療に取り組ん

できたと自負できるかと思います。そして今後も全職員が一丸となって、Yes We Can!　を合言葉に、地域医療の確保、

発展に努力することを信じて疑いません。

　砂川市立病院医学雑誌第25巻の発刊にあたり、職員各位の努力に深甚の謝意を表するとともに、これから当院に襲い

かかるであろう荒波に対する決意の一端を申し上げ、巻頭言にかえさせていただきます。

院長　小　熊　　　豊
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Ⅰ．医学関係論文
　１．本誌に掲載する論文は、砂川市立病院職員及び本誌に掲載を希望する関係者の投稿するものとする。
　２．投稿論文は原著、症例報告、総説、診療研究、その他の研究活動からなり、他誌に未掲載のものとする。
　３．掲載論文の採否及び掲載順位は編集委員会で決定する。
　４．論文形式
　　ａ）原稿の記述の順序は以下の通りとし、それぞれの番号のところで改頁する。

①和文表紙：和文の表題、所属、著者名の順に記載する。
②和文要旨：���字以内の要旨を記載する。
③５語以内の���　����ｓ（英語）を記載する。
④英文でタイトル、所属、著者名を記載する。
⑤本文　｛はじめに　材料と方法　結果　考案　｝の順に記載
⑥文献　
⑦図、表及び図・表説明
⑧投稿総字数を表紙下部に手書きで明記

　５．論文の書き方
ａ）原稿は和文の場合、原著、総説�������字以内とする。又フロッピー（���インチ）���������	での提出の際には以下の点�に注意して
下さい。
①パソコン（Ｗ������）の場合は、ワープロソフト（�������）を使用することを希望します。それ以外のアプリケーションを使用すると
きはＴＥＸＴ形式で本文を保存すること。
②手書き原稿は受け付けません。
③文字と改行だけで単純に棒打ちして下さい。
ｂ）英文では必ずパソコンを使用し、ワープロソフト（�������）を使用するか、それ以外のアプリケーションを使用するときはＴＥＸＴ
形式で本文を保存すること。１行おき��行以内で枚数は和文と同様とする。人名、地名などの固有名詞はなるべく源字を用い、最初
の１字のみ大文字とする。また普通名詞は全部小文字とする。必ず��������	
�����の校正を受けてください。

ｃ）数字は算用数字を用い、度量衡は国際単位系（ＳＩ）で記載する。
ｄ）論文にて繰り返される語は略語を用いても差し支えないが、初出の時は完全な用語を用いることを明記する。
ｅ）図（写真を含む）、表は別紙とし、図１、図２、あるいは表１、表２のように番号を付け、挿入箇所を明記する。写真は原則として白黒と
し、手札サイズで印画紙に焼き付けたものとする。又�必ずデジタルデータで提出してください。　カラー図・表を希望する方はカ
ラーにて印刷し（最低�������の出力を有するプリンターを使用）、同時にデジタルデータ化してください。同時にカラー図掲載の希
望を委員会までお知らせください。画像の目安としては�原寸で約������の解像度相当で取り込み、���形式で保存して下さい。

ｆ）論文本体、図（写真を含む）及び表は１セットプリントし、提出して下さい。
ｇ）引用文献
①文献は本文中において引用のつど番号（　�）、�）、�）のように算用数字で）をうち、末尾に引用順に一括する。
②雑誌の場合～著者名．論文名．雑誌名　巻（号）：頁，発行年（西暦）．
【著者１名】
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Ⅱ．業績について
学会活動録（地方会、総会、その他研修会＝院外での集会での発表）は筆頭演者．演題．学術集会名．日時．場所．掲載論文は、著者全員．論文名．
掲載雑誌名。巻：頁―頁、発表年　の順に記載し、編集委員会にフロッピー（���インチ）���������院内メール等での提出をすること。
Ⅲ．投稿、編集などに関する問い合わせは下記とする。

〒��������
　北海道砂川市西４条北２丁目１番１号
　砂川市立病院　－医学雑誌編集委員会－
　　　　　　　　���（����）�������（���）



編　集　後　記

　2008年砂川市立病院医学雑誌第25巻を編集し、この度ようやく発刊することができました。年を越しての発刊となっ

てしまったことをここにお詫び申し上げます。最近、病院医学雑誌自体の存在意義を問われることも少なくありませんが、

１年間それぞれの部署での成果を記録しておくことは重要ですし、その部署特有の仕事内容や力を注いでいる点、創意

工夫した点などを他の部署に知ってもらうことも大切で、まだまだ一定の役割もあるように思われます。多くの部署か

らの原稿を募っております。今後もどうか自分の部署を、ひいては砂川市立病院を対外に積極的にアピールしていって

ほしいものです。

　　　　砂川市立病院医学雑誌編集委員会　編集委員長　柳　瀬　雅　裕

編　集　委　員　会

委員長　柳　瀬　雅　裕

委　員　岩　木　宏　之　　田　口　宏　一

伊　藤　ひろみ　　後　藤　千　枝

山　崎　君　江　　新　崎　祐　馬

茅　野　伸　吾　　国　田　　　彰

森　川　啓　子　　中　島　孝　治

若　林　千恵美　　坂　本　和　隆

松　嶋　ゆかり　　佐　藤　　　進

田　中　静　江　　大　坂　衣　里
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